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Ⅰ．研究背景

本研究では他者から賞賛を得たいという欲求で

ある賞賛獲得欲求と他者から拒否されたくないと

いう欲求である拒否回避欲求得点を基に16～20

歳の青少年の協力者を分類した上で，各々のイン

ターネット利用，とりわけSNS利用の実態を明

らかにすることが目的である。その意義について，

以下４点から整理する。

１．青少年へのSNS利用の広まり

現在，多くの青少年がスマートフォンや音楽プ

レイヤーなど自分専用のネット端末を有し，複数

のサイト・サービスを利用していることは先行研

究より明らかである（ 内閣府，2013等 ）。特に，

学年段階と共にネット利用は盛んになり，デジタ

ルアーツ（2012）の調査によると，１日あたりの

ネット利用時間として「３時間～６時間未満 」「６

時間～９時間未満 」と回答した高校生は小中学生

よりも多いことが指摘されていた（ 注1）。上記の結

果が得られた理由として，高校生（ 特に女子高校

生 ）はフィルタリングを導入せずにネット端末を

利用している点が挙げられる。つまり，コントロー

ルされていないネット端末からネットを利用する

ことで，高校生の場合，１日あたりのネット利用

時間が長くなると推測される。

では，高校生は１日数時間もネット上で何をし

ているのであろうか。先のデジタルアーツ（2012）

の調査によると，学年段階と共に利用が増加する

サイト・サービスとしてSNSが挙げられていた。

SNSについて，例えば河井（2012）は「 既存の社

会的つながりの維持や新たな社会的つながりの構

築を支えるためのオンラインサービス 」としており，

また総務省（2009）は「 人と人との繋がりを促進・

サポートする機能を持ち，ユーザー間のコミュニケー

ションがサービスの価値の源泉となっている会員

専用のウェブサービス 」と定義している。つまり，

SNSとは「 既存の繋がりを維持・強化したり，新

たな繋がりを構築したりする特性を持ち，ユーザー

間の繋がりやそこでのやりとりがサービスの価値

となっている会員専用のウェブサービス 」である。

高校生は既存の繋がりを維持・強化したり，新た

な繋がりを構築したりするために，SNSを１日数

時間も利用していることが考えられる。

２．SNS利用と賞賛獲得欲求・拒否回避欲求

先行研究より，高校生はSNS上で多くの時間

を過ごしていると思われるが，彼・彼女らはSNS
＊  KATO, Chie
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上記を踏まえ本研究では，16～20歳の青少年

を対象に賞賛獲得欲求と拒否回避欲求得点から協

力者を分類し，各群のネット利用，とりわけSNS

利用の実態を明らかにする。なお，16～20歳の

青少年を調査対象とする理由として，先に言及し

た通り，高校生は小中学生よりも積極的にSNS

を利用していると思われるし，高校を卒業した者

（ 大学生や専門学校生など ）はフィルタリングや

保護者からの干渉なしに自由にネットを利用でき

る環境にあると思われるため，SNSに関する質問

に回答し易いと考えたからである。以上の理由か

ら，16～20歳の青少年を対象として調査を行った。

Ⅱ．調査方法

１．対象者

筆者がこれまでネットモラル・リスク教育の

中で携わったことのある，関東地方のA高校２

年生（１クラス40名 ），B高校２・３年生（３ク

ラス126名 ），C短期大学１・２年生（３クラス

135名 ）に在籍する16～20歳の301名を対象に，

質問紙調査を実施した。なお，各校における協

力者の抽出はクラス単位の無作為抽出を採用した。

２．質問紙の内容

本調査における質問項目は，群馬大学社会情報

学研究センター（2010）で実施された質問紙調査

の項目を参考にして作成したものである（ 注2）。ま

た，小島ら（2003）の研究から賞賛獲得欲求と拒

否回避欲求を測るための16項目を用いた。

３．手続き

調査用紙の冒頭に個人情報保護及び研究参加の

任意性を紙面上で説明し，協力者から調査実施の

同意を得た上で実施した。調査は学校長の了解の

もと，2011年12月下旬から2012年１月下旬に，

各校のホームルームの時間に10分程度で実施さ

れた。また，質問用紙，回答用紙の回収は各校の

教員に依頼した。

４．分析方法

学生にはマークシートでの回答を依頼し，得ら

れた回答はExcelを用いて単純集計を行った後，

詳細な分析についてはAddinsoft社のXLSTATを

上でどのような情報をやりとりしているのか。具

体的には，自身で日記などを発信したり，友人・

知人の発信に対してコメントをしたり，「 いい

ね！」ボタンなどの機能があればそれらを利用し

たりしているであろう。そのような情報のやりと

りを行う理由として，SNS上の機能を上手く利

用することで他者との良好な関係を形成・維持で

きる点が挙げられる。例えば，友人・知人から自

身の発信に対してコメントをもらったり，「 いい

ね！」ボタンを押してもらったりすることに対し

て，嫌悪感などを抱く者はほとんどいないと思わ

れる。それゆえ，一部の者は友人・知人に喜んで

もらうため，または自分自身に対する良い印象を

相手に抱かせるため必要以上に，それらの機能を

利用する者がいることも考えられる。このように，

「 みんなの人気者になりたい 」「 人を感心させた

い 」といった項目から構成される，他者からの肯

定的な評価の獲得を目標とする賞賛獲得欲求（ 菅

原，1986；小島ら，2003）とSNS利用は少なか

らず関連があると思われる。

一方，他者から否定されることを避けるために，

頻繁に他者の発信に対してコメントをしたり，「 い

いね！」ボタンを押したりする者も少なからずい

ると思われる。このように他者から「 嫌われたく

ない 」「 変な人だと思われたくない 」といった否

定的な評価を回避しようとする欲求を拒否回避欲

求とし，菅原（1986）や小島ら（2003）は賞賛獲

得欲求とは異なる概念であると指摘した。

３．本研究の目的

先行研究より，賞賛獲得欲求または拒否回避

欲求の高低によってSNSを始めとしたネット利

用の仕方に差異が出ることが予想される。例え

ばネット利用全般に関して，賞賛獲得欲求得点

が高い者は他者から賞賛を得るため，拒否回避

欲求得点が高い者は他者から拒否されることを

避けるために，１日あたりのネット利用時間やメー

ル送受信数が多くなると思われるし，SNS利用

の仕方にも差が出てくることが考えられる。具

体的には，SNSでの相互リンク数（ 友達の数 ），

１日あたりのSNSへのアクセス数・コメント数・

「 いいね！」ボタンを押す回数などが異なってく

ると推測される。
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202, p< 0.01）共に有意差が認められた。

２．クラスター分析によって分類された

　　各群の特性

（１）　性別

表–３は各群と性別のクロス集計表である（ 表-

３）。χ２検定の結果，有意差はなかった（ χ２（２）

＝0.62, ns）。

（２）　１日のネット利用時間とメール送受信数

表–４は各群と１日のネット利用時間のクロス

集計表である（ 表–４）。全体的な傾向として，

１日のネット利用時間が「２時間未満（１時間以

上～２時間未満 ）」「３時間以上 」と回答した者

が多かった。また，χ２検定の結果，有意差はなかっ

た（ χ２（８）＝9.12, ns）。

表–５は各群と１日のメール送受信数のクロス

集計表である（ 表–５）。全体的な傾向として，

１日のメール送受信数が「10通未満 」と回答した

者が最も多かった。また，χ２検定の結果，有意

差はなかった（ χ２（６）＝8.06, ns）。

利用した。なお，全ての検定において有意水準α

＝10％とする。

Ⅲ．結果

１．クラスター分析による分類

表–１は賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の平均得

点と標準偏差を示したものである（ 表–１）。小

島ら（2003）の研究と同様に，各々の質問項目に

ついて「１.あてはまらない 」から「５.あてはま

る 」の５件法で尋ね，それらを得点化した。

ウォード法を用いたクラスター分析を行った

結果，図–２のデンドログラムを得た（ 図–２）。

また，各群の賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の平

均得点は表–２の通りである（ 表–２）。上記を踏

まえ，賞賛獲得欲求・拒否回避欲求得点が共に

平均より低い群を「 両欲求低群 」，両得点が共に

平均より高い群を「 両欲求高群 」，賞賛獲得欲求

得点が平均より低く，拒否回避欲求得点が平均

より高い群を「 拒否回避欲求高群 」と称する（ 以

下，括弧をはずす ）。各々の得点について１元配

置の分散分析を行った結果，賞賛獲得欲求（F

（ ２）=131, p< 0.01）， 拒 否 回 避 欲 求（F（ ２）= 

表–１　平均得点と標準偏差

図–２　クラスター分析によるデンドログラム
(左から両欲求低群，両欲求高群，拒否回避欲求高群)

表–２　各群の平均得点

表–３　男女の人数(％)
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ロス集計表が得られた（ 表–８）。全体的な傾向

として，「mixi」「 モバゲー」「GREE」を利用して

いる者が多かった。また，精度は落ちるがχ２検

定をした結果，有意差はなかった（ χ２（16）＝7.60, 

ns）。

（４）　SNSでの相互リンク数

表–９は各群とSNSでの相互リンク数（ 友達の

数 ）のクロス集計表である（ 表–９）。全体的な傾

向として，相互リンク数が「０～19人 」と回答し

た者が最も多かった。また，χ２検定の結果，有

意差はなかった（ χ２（８）＝3.02, ns）。

（５）　１日あたりのSNSへのアクセス数

表–10は各群と１日あたりのアクセス数のクロ

ス集計表である（ 表–10）。全体的な傾向として，

１日のアクセス数が「１～５回 」と回答した者が

最も多かった。また，χ２検定の結果，有意差は

なかった（ χ２（６）＝4.25, ns）。

（３）　SNS利用の有無とサイト・サービス

表–６は各群とSNS利用の有無のクロス集計表

である（ 表–６）。全体的な傾向として，SNSを

利用している者の方がしていない者よりも多かっ

た。また，χ２検定の結果，有意差が認められた

ので（ χ２（２）＝4.76, .05<p<.10），併せて残差

分析も行った（ 表–７）。

次にSNS利用者に対して利用しているサイト・

サービスを複数回答で求めたところ，表–８のク

表–５　１日のメール送受信数(％)

表–４　１日のネット利用時間(％) 表–６　SNS利用の有無(％)

表–７　調整された残差
(**p<.01，*p<.05，†p<.10，ns有意差なし)
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表–９　SNSでの相互リンク数(％)

表–10　１日あたりのSNSへのアクセス数(％)

表–11　１日あたりのSNSでのコメント数

表–12　１日あたりのSNSでの「いいね！」の数

表–８　利用しているサイト・サービス
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世界でも，“ 他者から褒められたい ”もしくは“ 否

定されたくない ”と考え，それに準じた言動をと

ることが考えられるため，他者に良い印象を与え

る目的で１日あたりのネット利用時間やメール送

受信数が多くなることが予想されたが，本研究で

はそのような結果を得ることができなかった。

しかし，例えば拒否回避欲求高群は，１日あた

りのネット利用時間が「３時間以上 」と回答した

者は他の群より多かったが，１日あたりのメール

送受信数が「30通以上 」と回答した者は少なかっ

た。上記より，メール１通を送るのに他の群より

も多くの時間を有していること，若しくは，メー

ル以外の複数のサイトやサービスを利用している

ことが考えられる。この点については今後更なる

研究を重ね，各群のネット利用の特性を明らかに

したい。

３．クラスター分析により生成された各群の

　　SNS利用

結果から，両欲求高群は他の群よりもSNS非

利用者が多かった。先行研究より，賞賛獲得欲求

が高い者ほどSNSを始めとしたネット利用が積

極的になると思われたが，実際は異なる結果が得

られた。その理由として，両欲求高群は賞賛獲得

欲求だけでなく，拒否回避欲求も高いことから，

拒否回避欲求の高さが，SNSの利用の有無に何

らかの影響を与えていることが考えられる。小島

（2011）の研究において，両欲求高群に属する者

は状況に応じて視点を変えることができる特性が

あると指摘されていたことから，SNS利用に伴

うメリットだけでなく，個人情報流出・悪用やサ

イバーストーカー等のリスクも同時に理解してい

たと思われる。それゆえ，単に賞賛獲得欲求の高

い者がSNSを積極的に利用するというのではなく，

両欲求高群は他の群よりもSNS非利用者が多かっ

たと考えられる。また，両欲求高群がSNS以外

のサイト・サービスを利用している可能性やネッ

ト機能自体を積極的に利用していないことも考え

られ，今後検証が必要になる。

一方，利用しているサイト・サービスやSNS

での相互リンク数，１日あたりのSNSへのアク

セス数・SNSでのコメント数・SNSでの「 いい

ね！」の数について，有意差はなかった。賞賛獲

（６）　１日あたりのSNSでのコメント数

表–11は各群と１日あたりのコメント数のクロ

ス集計表である（ 表–11）。全体的な傾向として，

１日のコメント数が「１～５回 」と回答した者が

最も多かった。また，χ２検定の結果，有意差は

なかった（ χ２（４）＝0.29, ns）。

（７）　１日あたりのSNSでの「いいね！」の数

表–12は各群と１日あたりの「 いいね！」のク

ロス集計表である（ 表–12）。全体的な傾向として，

１日の「 いいね！」の数が「０回 」と回答した者

が最も多かった。また，χ２検定の結果，有意差

はなかった（ χ２（６）＝9.81, ns）。

Ⅳ．考察

１．賞賛獲得欲求と拒否回避欲求得点に基づく

　　協力者の分類と各群の傾向

本研究では賞賛獲得欲求・拒否回避欲求得点を

基にクラスター分析を行った結果，両欲求低群，

両欲求高群，拒否回避欲求高群という３つの群を

生成できた。小島（2011）の研究では，両欲求低

群に属する者は他者の評価を気にせず，自分自身

の基準でのみ物事をとらえやすい傾向にあると考

えられ，いわゆる自己中心性が発揮されやすいと

していた。次に，両欲求高群に属する者は状況に

よって視点を変え得ることができ，過去の経験に

ついては肯定的に捉え，将来の出来事については

否定的に捉えることであらゆる可能性に対応でき

るとしていた。最後に，拒否回避欲求高群に属す

る者は他者からの否定的な評価を回避することが

優先すべき事項であり，他者から肯定的な評価を

得るという発想をしにくいとしていた。

上記の特性はネット利用については勿論，SNS

利用の仕方にも影響を与えていると思われる。具

体的な各群のネット利用・SNS利用については，

以下の項目で考察したい。

 

２．クラスター分析により生成された各群の

　　ネット利用

本研究の結果より，１日あたりのネット利用時

間・メール送受信数について，群間で有意差はな

かった。賞賛獲得欲求または拒否回避欲求が高い

者ほどオフラインの世界だけでなくオンラインの
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考える。得欲求・拒否回避欲求の高低がSNS機能の利用

に影響を与えると予想したが，本研究の結果から

は明らかとならなかった。その理由として，本研

究の調査が「 いいね！」機能を有する代表的な

SNSである「facebook」が10代に浸透する前に行

われたことが考えられる。調査当時，日本におけ

る「facebook」の利用者数は700万人弱であった

ことから（Cereja Technology, 2012），10代後半

から20代前半で「facebook」を利用している者は

一部であったと推測される。実際，本研究の結果

でも「facebook」を利用している者は多くなかっ

た（ 一方，コメント機能が充実している「mixi」

などの利用が顕著であった ）。以上のような背景

から，賞賛獲得欲求・拒否回避欲求の高低がSNS

機能の利用に影響を与えなかったと思われる。

Ⅴ．結論

本研究は賞賛獲得欲求・拒否回避欲求得点を基

に16～20歳までの青少年の協力者を分類した上

で，各群のネット利用，とりわけSNS利用の実

態を明らかにすることが目的であった。結果とし

て第一に，賞賛獲得欲求・拒否回避欲求得点から

クラスター分析を行い，協力者を両欲求低群，両

欲求高群，拒否回避欲求高群の３群に分類できた。

先行研究において，賞賛獲得欲求・拒否回避欲求

得点に基づく協力者の分類と，各群のネット利用・

SNS利用について言及した研究は少ないので，本

研究の新規性が明らかになったと思われる。第二に，

SNS利用の有無について両欲求高群は他の２群よ

りもSNSを利用している者が少なかった。その理

由として，SNS利用のメリットだけでなく，リス

クを理解しているため，利用に消極的であるとい

う点，また，SNS以外のサイト・サービスを利用

している可能性やそもそもネット機能自体を積極

的に利用していない点が考えられたが，これらに

ついては詳細な検証が必要だと思われるため，今

後の課題としたい。

本研究では賞賛獲得欲求と拒否回避欲求から

ネット利用の中でも特にSNS利用に注目し，調査

研究を行ったが，今後SNSは勿論のことそれ以外

のネット上のサイト・サービスやフィルタリング

導入の有無，ネットを介した出会い経験の有無な

ど複数の項目から各群の特性を明らかにしたいと
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＜注＞

1)デジタルアーツ（2012）の調査は弘前大学大谷教授監修

の下，全国の小中高校生男女およびその保護者層1,236

名を対象としたものである。フィルタリング・サービ

スを利用している者やネットを利用している者に限定

した調査ではないので，結果の一般性は比較的高いと

思われる。

2)質問項目は以下の通りである。なお、紙面の都合上，一

部の項目は省略し，レイアウトは変更してある。
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